
ディボーション質問表 8 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。    9 日（月）マルコの福音書 １５:１～４７ どのようにイエス様があなたのために苦しまれたか、想像力を最大限に使って深く思い巡らしてください。 新しい発見をしましょう。  10 日（火）マルコの福音書 １６:１～２０ １．なぜイエス様は先にガリラヤに行かれたのでしょう？ ２．イエス様が死から引き上げられたあと、その復活はどんな衝撃を弟子たちに与えましたか。 キリストを信じる者として、今私たちは、どんな力を持っていますか（15～20 節）？ この復活の力を日常生活で実践しましょう。 ３．17～18 節のこのことばで、あなた自身を満たしてください。 暗記し、毎日、それを深く考え（黙想し）て、信仰のことばとしてあなたの口でそれを告白してください。  11 日（水）サムエル記第一 １：１～２：１０ サムエル記第一は、さばきつかさから王へ（神政から王政へ）と転換する時期に起こった事件と、３人の多彩な人物（サムエル、サウル、ダビデ）の伝記を織り込んだ書物です。 神に裁いてもらうよりも一見容易な人間の知恵に頼る（神の最善より劣るものを選ぶ）ことによって悩みが増したことを学ぶことができるでしょう。   神の女性ハンナから祈りを学び、自分の祈りの生活を豊かにしましょう。  １．苦しい状況でハンナはどのような祈りをしましたか（15～16 節）？ その祈りの後、彼女はどうなりましたか（18 節）？ 祈りが叶えられた彼女はその後どうしましたか（28 節）？ ここから学べる人生を変える祈りの要素は何だろう。 ２．２：１〜１０は、ハンナの歌と言われる感謝の祈りです。 どのような要素が含まれていますか？  a. １節は何を賛美していますか？  b. ２～３節で何を讃えていますか？  c. ４〜８節より、祈りと賛美を捧げる私たちの神様はどのようなお方であることがわかりますか？  d. ９～１０節は、後現れるイスラエルの王を預言すると共に救世主（メシヤ）をも預言するものです。  →あなたの祈りは、メシヤを信じた希望と謙遜がある前提で、率直な心からでたものですか？   12 日（木）サムエル記第一 ２：１１～３６ サムエルはこの世に神の言葉を伝える聖さと人の本質を見抜く素晴らしい品性を持っていました。 彼はどのような環境で育ったのでしょう。  １．サムエルはどのような人たちの周りで育っていますか（１８節～）？ 霊的不感症に犯されたエリの子どもたちはどのような指導者でしたか（11～17、22～25 節）？ ２．サムエルはどのように育ちましたか（26 節）？ 環境に左右されず、人と神様に愛される者として成長する鍵は何だろう（21 節）？  13 日（金）サムエル記第一 ３：１～２１ 神の声を伝えるサムエルの年齢的、霊的に幼いときの記事です。 だれでも未熟な時があり、成長するのです。  １．サムエルは、神様の声をだれと間違えましたか（1～5 節）？ 正しいことを誰に教わりましたか（8～9節）？  ２．サムエルは神様のことばを素直に伝えましたか（15 節）？ サムエルの黙示に対してエリはどう対応しましたか（17～18 節）？  →自分の未熟さを嘆く完璧主義や自尊心はないだろうか？ エリのような心に痛い言葉も真摯に受け入れる謙遜さと信仰をもっているだろうか？  ３．サムエルは成長し、どのような人物になりましたか（19～21 節）？   14 日（土）サムエル記第一 ４：１～２２ ４章から７章は、契約の箱の物語です。 この物語を通して真の神様を敬う生活と、偽りのご利益宗教的生活を見定めることができるようになるでしょう。  １．困難なとき、彼らの神様への頼り方は、どのようなものでしたか（３節）？ 彼らとモーセやヨシュアとの違いは何だろう（ヨシュア７章、出エジプト４０章参照）？  ２．間違った神様との関係を通して何が起こりましたか（11、18、22 節）？  →神を敬う人生を歩んでいるにも関わらず、敗北している分野はないだろうか？ もしあるのなら、神様に対する自分の霊性を再点検するときかもしれません。 


